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【報道発表資料】 

①  介護予防等に向けた成果指向型の優れた取組で 

全国１５自治体の１つに選定されました！ 

～脱「焼け石に水」への挑戦～ 

   

  ② 八王子駅南口集いの拠点オープンまで５００日 

   ～愛称を５月２０日に発表～ 

     

 ③ 市役所本庁舎食堂前の池を利活用 

令和７年（２０２５年）５月１３日  ニュースリリース 



＜問い合わせ＞福祉部高齢者いきいき課長  白石  電話０４２-６２０-７２４３ 

   

 
 

介護予防等に向けた成果指向型の優れた取組で 

全国１５自治体の１つに選定されました！ 
～ 脱「焼け石に水」への挑戦 ～ 

 

厚生労働省が今年度創設した「保険者機能強化推進交付金 成果指向型配分枠」に、八

王子市の介護予防等の取組が選出されました。これは、介護予防等に向けて、特に優れ

た取組を行う自治体に交付されるもので、全国で１５自治体が対象となります。 

 

１．「保険者機能強化推進交付金 成果指向型配分枠」の概要 

（１）保険者機能強化推進交付金 

市町村が行う自立支援・重度化防止等の取組に対し、評価指標の達成状況に応 

じて、国が交付金を支給するものです。 

（２）成果指向型配分枠 

データやロジックモデルを活用した実効性のあるＰＤＣＡサイクル推進の観点

から特に優れた取組を行う自治体に交付されるもので、全国で１５市町村（高齢

者人口１０万人以上の自治体のうち３市町村）が対象となります。 

２．選出理由となった取組  ※各取組の概要等については、次ページをご覧ください。 

本市では、介護予防事業が「焼け石に水」にならないよう、様々な取組を組み合わせ

た工夫を行っています。「成果指向型配分枠」の対象自治体の決定にあたっては、多く

の高齢者が対象となる「てくポ」と「ＳＯＦＴ」、要介護状態になる前に元の暮らしを

取り戻す支援をする「短期集中予防サービス」、そしてデータ分析でそれらを支える「Ｅ

ＢＰＭプラットフォーム」（証拠に基づく政策立案を実現・支援するためのデータ基盤

や分析ツール、運用体制を統合した仕組み）の一体的な取組が評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．交付金・・・・・・１億１,６７６万２,０００円（１０割補助） 
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脱「焼け石に水」のための両輪

限られた資源で、健康無関心層も含む多くの高齢者を対象にできる

ポピュレーションアプローチ

フレイル状態で対象者を確実に把握し、暮らしを取り戻す支援をする

ハイリスクアプローチ

全国的に高齢者の増加や生産年齢人口の減少が進む中、限りある予算・マンパワーで

普及啓発や介護予防教室などに力を入れても、参加者は100人、1000人といった

規模の健康関心層に限定されてしまい、健康無関心層の行動につなげることが難しい。
→ 99％以上に手が届いていない

多くの自治体が直面する

介護予防の

「焼け石に水」問題

それぞれのアプローチについて、要介護リスクや予測医療・介護費を定量的に推計する「EBPMプラットフォーム」構築を並行して実施し、効果を検証。

てくポ（八王子てくてくポイント）

SOFT（スローオンラインフィットネス）

スマートフォンアプリを使い、日々の歩数や脳トレ、ボランティア・イベント参加にポイント

を付与。フレイル予防の３本柱「身体活動・栄養・社会参加」を楽しく・お得に習慣化する

ことを目指す。

R6年度末時点での参加者は約1万3千人。

従来の事業で取込みが難しかった前期高齢

者や男性の参加率が高いのも特徴。

さらに持続可能性・健康効果を高めるため、

民間による健康づくりサービス等の情報を利

用者に提供し、広告料をポイント原資に充て

る仕組みを研究中。

プロのインストラクターと通いの場をオンライ

ンでつなぐ仕組みで、市内にある明治安田厚

生事業団体力医学研究所が開発したもの。

「多くの高齢者に効果的なプログラムを提供

可能」、「通いの場の企画者の負担が軽い」と

いった利点により、これまでの通いの場づくり

の限界を超えられる可能性を感じ、社会実装

に向けた共同研究を実施中。

リハビリ専門職による面談により、利用者自身の「本当の望む暮らし」を改めて確認し

たうえで、利用者自ら望む暮らしを維持できるような習慣を身に着けるよう支援する。

「やってあげる」のサービスではなく、「やってみよう！」のコーチングが基本的な考え方。

通所型短期集中予防サービス（通所Ｃ）

介護が必要な状態

落ちたら
戻るのが大変

今日も
好きなことを
楽しもう

体の機能を維持する

健 康 心や体が弱っている状態（フレイル）
※事業対象者・要支援者など

どの道を
選ぼうか… 暮らし方を見つめなおす暮らし方を見つめなおす

心
や
体
、
生
活
に
お
け
る
機
能 

面倒なことを代わりにやってもらう

対象層を確実にサービスにつなげるために、アウトリーチ（後期高齢者悉皆調査を活用

した高リスク者への包括職員訪問）とインテーク（リハビリテーション専門職のアセスメン

ト同行による改善可能性評価）を実施。



 

                

 

八王子駅南口集いの拠点オープンまで５００日 

～愛称を５月２０日に発表～ 
 

令和８年１０月の開設に向け、ＪＲ八王子駅南口の医療刑務所跡地（子安町３-  

２６-１）で整備を進めている「（仮称）八王子駅南口集いの拠点」が、５月２０日に

オープン５００日前となります。そこで、市民の皆さんへの機運醸成とさらなる周知

を図るため、オープン５００日前イベントを開催します。 

当日は、公募していた愛称の発表セレモニーを行います。愛称の公募には、１月  

１７日から２月１０日までの募集期間に８８６件（市内在住者８６２件、市内在勤・

在学者２４件）の応募がありました。その中から、候補８案を選出し、市内小中学生

によるＷｅｂ投票（投票期間：３月３～１４日）を行いました。この投票結果を踏ま

え、愛称を決定しています。 

また、セレモニー終了後には、メディア関係者を対象とした工事現場見学会を実施

します。 

 

１ 愛称発表セレモニー 

   日時 ５月２０日（火）１３時３０分～（１０分程度） 

    会場 桑都日本遺産センター八王子博物館（はちはく） 

八王子駅南口 サザンスカイタワー八王子３階 

 

２ オープン５００日前イベント 

（１）食育フェスへのブース出展 

集いの拠点に設置予定の移動図書館車の展示のほか、クラフト体験 

日時 ５月１８日（日）１０～１５時 

会場 東京たま未来メッセ 

（２）愛称周知（ＰＲ）イベント 

① 模型（1/５００サイズ）・完成イメージパースの展示、デジタルサイネージへ

愛称決定の掲示、チラシ配布 

期間 ５月２０日（火）～２５日（日） 

会場 八王子オーパ ２階フロア 

 

次ページあり 

 

＜問い合わせ＞拠点整備部集いの拠点整備課長 清水 電話０４２-６２０-７３４８ 
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サザンスカイタワー八王子 

３階フロアマップ 

 



② 医療刑務所に関する資料の展示、完成イメージパースの展示、ノベルティ  

グッズ配布（人数限定） 

期間 ５月２０日（火）～２５日（日） 

会場 桑都日本遺産センター 八王子博物館 （はちはく） 

（３）市民共創ワークショップ 

 ※詳細は、別紙チラシをご覧ください。 

   ① 施設の合言葉（ブランドメッセージ）をつくろう 

日時 ５月２４日（土）１０～１２時 

会場 オープンイノベーションフィールド多摩八王子館 

   ② 施設に飾る布のデザインを考えよう 

日時 ５月２４日（土）１４時３０分～１７時 

会場 オープンイノベーションフィールド多摩八王子館 

（４）八王子駅南口の新施設のバーチャル体験 

日時 ６月８日（日）１２～１６時 

会場 えきまえテラス（八王子市保健所跡地暫定広場） 

 

八王子駅南口の新施設のバーチャル体験とは 

ipadやＶＲゴーグルを使って、集いの拠点の３Ｄモデルを 

見ていただけます。1/20スケールの集いの拠点の３Ｄモデルを 

作成し、ipad内に出現する３Ｄモデルの集いの拠点の８つの 

山を、端末を持って歩きまわっていただけます。 

また、希望者へは、ＶＲゴーグルを装着して、２階の開架ス 

ペース内の雰囲気やガラス越しの公園の眺望をみていただく 

ことができます。 

 

３ 工事現場見学会（メディア対象） 

  新施設のバーチャル体験を実施する予定です。 

日時 ５月２０日（火）１５時～１５時３０分       

会場 集いの拠点工事現場（子安町３-２６-１） 

 

 

 

 

 

※現場は工事中ですので、参加者は各社最少人  

数でお願いします。また、駐車スペースが限  

られているため、なるべく公共交通機関等に 

よりお越しください。 

集合場所（現場事務所） 

駐車スペースあり 







 

                

 

市役所本庁舎食堂前の池を利活用 
 

市民サービスの向上に向けた職員の働きやすい職場環境の整備を図るとともに、来

庁される市民の憩いの空間として、本庁舎食堂の前にある池を改修します。この本庁

舎は昭和５８年１０月に建設され、これまで食堂前の池は、岩肌を滝が流れ、周辺の

草木により四季折々の風景を感じることのできる空間でしたが、地球温暖化防止に向

けたＣＯ２排出量削減の観点から滝や池設備の稼働を停止していました。 

 そこで今回、整備するにあたっては電力等を使わずにＳＤＧｓの視点を踏まえると

ともに、「学園都市・八王子」の特長を活かすものとしました。東京造形大学との共

創により、八王子市が同大学で行っている環境授業「サステナブルデザイン論Ｄ」の

時間を活用し、受講した学生から池のデザイン案３０作品を提出していただきました。

その中から、職員による１次選考、２次選考、市民等による最終選考を実施し、最優

秀デザインを選出しました。このデザイン採用し、本庁舎食堂前の池の改修を進めて

いきます。 

  

１ 事業概要   

（１）令和７年度本庁舎食堂前池修景整備工事 

   総事業費 ７００万円 

（２）デザイン選考 

   全３０作品の中から１次選考で上位５作品を選出し、２次選考にて上位３作品

を選出。その中から、食堂利用者の投票により最優秀デザインを決定した。 

（３）最優秀デザイン ※別紙資料あり 

   東京造形大学３年 山口 優香（やまぐち ゆうか）さん 

    

２ 事業スケジュール  

令和７年４月７～１１日 最終選考（食堂利用者による投票） 

令和７年４月１６日   デザイン決定 

令和７年６～８月末   設計・工事（発注・契約） 

 令和７年９月～     着工 

 令和８年３月      竣工 

 令和８年３月末     利用開始 

 

 

＜問い合わせ＞ 契約資産部庁舎管理課長 堂本  電話０４２-６２０-７２１１ 
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